


 

 

 

 

 

 

 

令和８年度の事業について 

  

資料２-２ 



■ 第７章（本冊p49）交通将来像 

持続可能な公共交通が支える 安心して暮らせるまち 

  知多市地域公共交通計画では、全ての関係者が連携・協働することで、将来にわたって持続可能

であり、移動手段に困ることなく安心して生活できる環境を支える地域公共交通を目指すこととし

ています。 

  そして、理想の将来像に近づくため、集約した４つの課題に対応する３つの方針を定めました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■ 第８章（本冊p54）目標を達成するために実施する事業 

  地域公共交通会議では、毎年１０月頃に「目標を達成するために実施する１０の事業」に紐づく

取組を検討することとしており、その事業案に基づき、事業計画（案）を作成しています。 

１ 暮らしを支える公共交通ネットワークの確保 ６ 子どもの公共交通利用を促進する取組の推進 

２ 利用者ニーズに対応したバスサービスの改善 ７ 市民へのわかりやすい情報提供 

３ 移動手段の確保に向けた取組の推進 ８ 運転手確保に向けた取組の推進 

４ 新たなモビリティやサービスの導入検討 ９ 持続可能な運行を支える地域・企業の取組の推進 

５ 公共交通に親しみを持ってもらう取組の推進 10 観光分野と連携した公共交通利用の促進 

（目標を達成するために実施する１０の事業） 

ニーズに対応した公共交通体系を 

維持・活性化します 
方針 １ 

公共交通をみんなで支える 

意識を育みます 
方針 ２ 

分野を越えた関係者による 

リ・デザインに取り組みます 
方針 ３ 

課題３ 
公共交通についての 

認知度、興味関心の向上 

課題４ 
あらゆる関係者による 

連携・協働 

課題１ 
市内外の移動を支える 

公共交通ネットワークの維持 

課題２ 
多様化する移動ニーズに対応した 

使いやすい公共交通の確保 
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